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【はじめに】新型コロナウイルスの流行によりエチルアルコールなどの殺菌剤

の需要が高まり、消毒液の需要が増大している。そこで、アルコールと酢酸
など殺菌効果が期待される薬液の複合効果により、少ない量で同等の殺菌
力を発揮する新しい殺菌液を開発できる可能性について検討した。

【材料】殺菌作用のある薬液としてエチルアルコール、食酢の主成分である

酢酸、水道水の殺菌に用いられる次亜塩素酸ナトリウム(以下アンチホルミ
ン)を単体または混合し、試験液とした。殺菌対象とする菌体には大腸菌、枯
草菌、酵母を使用した。

【方法】殺菌処理の基本手順を図１に示した。

図１．殺菌実験の基本手順

大腸菌、枯草菌を用いた実験には、ブイヨン培地（肉エキス ・ペプトン 各

10g/L、塩化ナトリウム 15g/L、pH 7.2）を使用した。酵母を用いた実験には、
酵母カビ用培地（グルコース５％、ペプトン０．５％、イーストエキス０．２％、Ｋ

２ＨＰＯ４ ０．２％、ＫＨ２ＰＯ４・Ｈ２Ｏ，０．０２％)を使用した。各菌液は液体培地
で、３０℃１５０rpmで１晩振とう培養し作成した。各実験には３反復を設けた。

【結果】

＜実験１＞ミキサーで攪拌し
た結果を図２に示した。おお
よそエタノール６０％試験液
が最も殺菌できた。なお、反
復したシャーレによりばらつ

きがあり、その違いは明瞭で
はなかった。
ピペッティングで攪拌したも

のは５５％が一番殺菌でき、
コロニーが全くなかった。６

０％と６５％は同じくらい殺菌
できていて、５０％が最も殺
菌できていなかった（図３）。
なお、同一区の反復で結果
にばらつきはなかった。

＜実験２＞酢酸０〜５０％ま

で４区分で行った実験では、
０%は全く殺菌できず、１０％
以上を試験液としたものは全
て殺菌できていた（図４）。
酢酸１〜１０％まで４区分で

行った実験では、３％と５％
酢酸液を試験液とした区分は
培地の約5割が菌体に覆わ
れたが１０％区分は全く菌が
発生していなかった（図５）。
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図３．ピペッティング攪拌でエタノール５０～６
５％の試験液で処理し24時間培養した大腸菌

＜実験３＞

酢酸５％にアルコール
３０％以上の濃度とし
た試験液では大腸菌を
完全に殺菌できた。
酢酸１０％ではアルコール

４０％以上の濃度では完
全に殺菌できた。

図４．酢酸０～５０％の試験液で処理し24時間培養
した大腸菌
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図２．ミキサー攪拌でエタノール５０～６５％の試
験液で処理を行い２４時間培養した大腸菌

【まとめ】

○実験１：実験方法として殺菌処理をボルテックスミキサー攪拌でおこなっても
実験結果にばらつきが大きく、ピペッティング攪拌で安定した結果が得られる。
○実験２：酢酸１０％濃度で大腸菌を殺菌できる。
○実験３：アルコール、酢酸がそれぞれ単体では大腸菌を殺菌できない低濃
度でも混合することで殺菌することが確かめられた。

○実験４：枯草菌の殺菌には、アルコール、酢酸単体では効果がなく、アンチ
ホルミンの適用が必要である。
○実験５：枯草菌に対しては、アルコールの殺菌力を低濃度アンチホルミンで
補完することはできない。
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図５．酢酸１～１０％の試験液で処理し24時間培養
した大腸菌
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《大腸菌殺菌実験》

実験１ エタノール単体の殺菌実験‥５０～６５％の範囲で殺菌力を検証した。
なお、試験液と菌体の攪拌の過程をボルテックスミキサーでおこなっ
たものとマイクロピペットでピペッティングで行なったもを比較した。

実験２ 酢酸単体の殺菌実験‥０～５０％の範囲での殺菌力を検証した。
実験３ エタノール酢酸混合液の殺菌実験‥・エタノール２０～５５％と酢酸３

～１０％の混合液の殺菌力を検証した。
殺菌力の評価として、塗抹２４時間後に培地上にコロニーの発生

がほとんどない状態を‘５’、コロニーが密着して発生している状態
を‘１’とした五段階の尺度を設け、これを殺菌強度として計測した。

《枯草菌殺菌実験》
実験４ 次亜塩素酸ナトリウム(アンチホルミン,NaClO)の有効塩素濃度０．１

～１．０％の範囲での殺菌力を検証した。
実験５ エタノール５５％とアンチホルミンの有効塩素濃度０.５％のA液と、

同５５％と１.０％での複合液のB液、アンチホルミンの有効塩素濃度
１.０％単体のC液と、殺菌剤なしのD液で殺菌能力の比較を行った。
なお、形成したコロニー数から生菌数の計数を行った

。

図７（左）. エタノールと酢酸の混合液が大腸菌に示す殺菌強度

〈実験４〉予備実験において枯草菌はアルコール、酢酸で殺菌できなかっ
た。本実験ではアンチホルミンの有効塩素濃度１．０％以上で完全に殺
菌できていた。０．５％以下では大きく殺菌力が低下していた。

【０％】 【０．１％】 【０．３％】 【０．７％】 【１．０％】

〈実験５〉処理後の枯草菌生菌数は、 １ｍｌあたりA液が6．0×10３ 、B液が

約４０、C液が約２０、D液が１ｍｌに4．3×105であった。
【A液】 【B液】 【Ｃ液】 【Ｄ液】

図9．エタノールとアンチホルミンの混合試験液処理後２４時間培養した枯草菌

図６. エタノールと酢酸の混合液

処理後24時間培養し、平板培地
に発生した大腸菌コロニー

図８．有効塩素濃度０〜１．０％のアンチホルミンの試験液で処理し
２４時間培養した枯草菌

エタノール（％） 55                 55 0               0

NaClO（Cl%) 0.5                1.0                 1.0                0

図10（左）．エタノールとアンチ
ホルミンの混合液処理後の菌
液中の生菌数

試験液E 試験液F 試験液Ｇ
エタノール（％） 40 50              55            

酢酸（％） 10 10              10

試験液A 試験液B 試験液C 試験液D
エタノール（％） 0 40            50           55  

酢酸（％） 0 5              5            5    


